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近
畿
圏
の
活
性
化
に
向
け
た

道
路
整
備
が
進
行
中

和
歌
山
エ
リ
ア
の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献

道
路
建
設
や
改
良
工
事
、事
業
を
通
じ
て
地
域
の
生
活
と
発
展
を
支
え
る
和
歌
山
河
川
国
道
事
務
所
。

和
歌
山
の
地
域
住
民
や
産
業
か
ら
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
る
、

京け
い
な
わ

奈
和
自
動
車
道（
紀き
ほ
く
に
し

北
西
道
路
）の
整
備
事
業
と
そ
れ
に
携
わ
る
４
人
の
建
設
監
督
官
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

現場力
業務密着
ルポシリーズ

FILE 30

近畿地方整備局
和歌山河川国道事務所

6・7工区担当 建設監督官 増田寛四郎

7・８工区担当 建設監督官 小丸博司

6工区担当 建設監督官 中村恭介

8工区担当 建設監督官 栗間和也
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近
畿
三
都
市
圏
を
結
ぶ

バ
イ
パ
ス
が
担
う
発
展
へ
の
期
待

京
奈
和
自
動
車
道
は
、
そ
の
名
前
の
通
り

「
京
都
」、「
奈
良
」、
そ
し
て「
和
歌
山
」の

延
長
約
１
２
０
㎞
の
高
規
格
幹
線
道
路
※
で
す
。

こ
れ
ま
で
高
速
道
路
の
な
か
っ
た
こ
の
エ
リ
ア

に
京
奈
和
自
動
車
道
が
開
通
す
れ
ば
、
三
都

市
間
の
行
き
来
に
要
す
る
時
間
が
大
幅
に
短

縮
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
、関
西
国
際
空
港
や
和

歌
山
下
津
港
な
ど
海
外
の
窓
口
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
と
と
も
に
、近
畿

圏
お
よ
び
中
部
圏
が
一
体
と
な
っ
た
大
規
模

な
経
済
圏
の
誕
生
が
期
待
で
き
ま
す
。

既
に
和
歌
山
県
内
に
お
い
て
は
全
体
の
７

割
に
近
い
ル
ー
ト
が
開
通
し
て
お
り
、
平
成

26
年
10
月
現
在
、
残
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
急

ピ
ッ
チ
で
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
訪
れ
た「
紀
北
西
道
路
」は
、京
奈
和
自

動
車
道
の
紀
の
川
市
側
起
点
か
ら
12
・２
㎞
の

区
間
に
あ
た
り
ま
す
。

紀
北
西
道
路
は
紀
の
川
市
神じ
ん
り
ょ
う

領
の
紀
の
川

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
岩い
わ
で出

市
根ね
ご
ろ来

で
建
設

が
進
む
岩
出
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
仮
称
）を

経
て
、和
歌
山
側
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て

阪
和
自
動
車
道
と
つ
な
が
り
ま
す
。

「
和
歌
山
県
の
高
速
道
路
は
阪
和
自
動
車

道
の
一
本
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
和
歌

山
の
方
々
は
、京
都
・
奈
良
方
面
に
行
こ
う
と

す
る
と
高
速
道
路
で
は
阪
和
自
動
車
道
を
利

用
し
大
阪
を
経
由
し
て
行
く
ル
ー
ト
し
か
な

く
、
代
替
ル
ー
ト
を
選
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
を
解
消
す
る
の
が
、
京
奈
和
自
動
車
道
で

す
」と
語
る
の
は
、和
歌
山
河
川
国
道
事
務
所

副
所
長（
道
路
）の
河
合
良
治
。
現
在
、河
合

の
も
と
で
、４
名
の
建
設
監
督
官
が
全
力
で
紀

北
西
道
路
の
開
通
に
向
け
て
現
場
で
の
協
議

や
監
督
を
行
っ
て
い
ま
す
。

移
動
時
間
の
短
縮
や
渋
滞・事
故
抑
止

地
域
産
業
の
活
性
化
も

６
工
区
を
担
当
す
る
建
設
監
督
官
中
村
恭

介
は
、
紀
北
西
道
路
に
地
域
の
人
々
が
寄
せ

る
期
待
は
大
き
い
と
言
い
ま
す
。

「
地
元
は
数
本
の
主
要
道
路
し
か
な
く
、国

道
24
号
や
県
道
で
は
し
ば
し
ば
交
通
渋
滞
が

発
生
し
て
い
ま
し
た
。
京
奈
和
自
動
車
道
は

高
規
格
幹
線
道
路
で
す
が
、無
料
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
地
域
の
方
々
に
バ
イ
パ
ス
道
路
と

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
」

こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
は
病
院
に
通
う
の
に

も
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
の
が
、高
速
道
路

で
楽
に
通
院
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
時
間

短
縮
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
国
道
の

交
通
量
が
減
る
こ
と
で
、
渋
滞
や
交
通
事
故

の
抑
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
事
実
、紀
北
西

道
路
か
ら
奈
良
側
に
延
び
る
平
成
26
年
３
月

に
開
通
し
た
紀き
ほ
く
ひ
が
し

北
東
道
路
沿
線
で
は
、
並
行

す
る
国
道
24
号
の
交
通
量
が
３
～
４
割
減
少
。

ま
た
平
成
19
年
度
に
開
通
し
た
橋
本
道
路
沿

線
の
国
道
で
の
死
傷
事
故
件
数
は
、
年
間
で

約
60
件
減
少
と
い
う
効
果
が
既
に
あ
り
、
紀

北
西
道
路
で
も
同
様
の
渋
滞
や
事
故
の
抑
止

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
産
業
面
で
の
貢
献
を
指
摘
す
る
の

は
、
７・８
工
区
担
当
の
建
設
監
督
官
小
丸
博

司
で
す
。

「
こ
の
周
辺
は
柿
や
桃
な
ど
の
名
産
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
東
日
本
方

面
へ
の
出
荷
は
主
に
は
大
阪
経
由
で
し
た
。し

か
し
全
線
開
通
の
あ
か
つ
き
に
は
、奈
良
や
京

都
を
経
由
し
、こ
れ
ら
の
農
産
物
も
よ
り
迅
速

か
つ
大
量
に
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず

で
す
」

ま
た
京
奈
和
自
動
車
道
沿
線
で
は
、
輸
送

力
の
向
上
に
注
目
し
た
企
業
が
工
場
を
積
極

的
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
沿
線
全
体
で

は
11
の
地
区
で
自
治
体
の
主
導
に
よ
る
産
業

団
地
の
立
地
が
進
行
中
で
す
。
紀
北
西
道
路

大阪府和歌山県

和歌山市

岩出市
紀の川市

紀ノ川

和歌山IC

和歌山北IC

紀ノ川SA

阪
和
自
動
車
道

JＲ和歌山線

JＲ阪和線

布施屋駅

紀伊駅

千旦駅
田井ノ駅

船戸駅

岩出駅

下井阪駅
打田駅

紀伊小倉駅

24
24

424

134

7

9

1414

63

62

64

紀の川広域農道

和歌山バイパス

紀　北　西　道　路　12.2km 紀北東道路
8工区 3.3km

和歌山市 3.3km

終点
和歌山市
弘西

起点
紀の川市
神領

岩出市 5.8km 紀の川市 3.1km
7工区 3.2km 6工区 5.7km

岩出IC（仮称）

紀の川IC

和歌山JCT
（大阪行）（仮称）

和歌山JCT
（和歌山行）（仮称）

栗間建設監督官 小丸建設監督官 増田建設監督官 中村建設監督官

6工区の山岳トンネル掘削現場。トンネル内に空気
を送り込むための太い管がトンネル奥に続く。設
計寸法通りか確認するのも中村の仕事

6工区

※高規格幹線道路……「高速自動車国道」および「一般国道の自動車専用道路」のこと

紀北西道路概要図
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沿
線
の
紀
の
川
市
で
も
、
和
歌
山
県
土
地
開

発
公
社
に
よ
る
北き
た
せ
い
だ

勢
田
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
の

開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

６・７
工
区
を
担
当
す
る
建
設
監
督
官
増

田
寛
四
郎
は
、
沿
線
住
民
の
声
に
よ
っ
て
京
奈

和
自
動
車
道
へ
の
意
外
な
効
用
に
気
づ
か
さ

れ
た
と
語
り
ま
す
。

「
道
路
が
開
通
し
た
ら
、
息
子
が
帰
っ
て
き

て
く
れ
る
。
孫
が
度
々
家
に
来
て
く
れ
る
と

い
っ
た
期
待
を
あ
ち
こ
ち
で
伺
う
の
で
す
。
こ

れ
は
、
私
自
身
予
測
し
な
か
っ
た
メ
リ
ッ
ト
で

し
た
。
や
は
り
若
い
人
は
進
学
や
就
職
で
京

都
、
奈
良
な
ど
に
出
て
行
く
こ
と
が
多
く
、
そ

う
し
た
方
々
が
気
軽
に
故
郷
と
行
き
来
で
き

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
」

こ
の
ほ
か
に
も
和
歌

山
の
豊
か
な
観
光
資
源

へ
の
、
外
国
人
も
含
め

た
観
光
客
の
呼
び
込
み

な
ど
、
新
し
い
道
路
の

も
た
ら
す
地
域
発
展
効

果
は
多
く
あ
り
ま
す
。

地
元
へ
の
理
解
促
進

そ
し
て
工
事
の
安
全
確
保
が

何
よ
り
も
大
事

幅
広
い
エ
リ
ア
に
及
ぶ
道
路
整
備
事
業
は
、

地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
が
な
く
て
は
、と
う

て
い
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
建
設
監
督

官
た
ち
は
、
地
元
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
た
事
業
へ
の
理
解
・
協
力
の
促

進
を
何
よ
り
も
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。

「
基
本
は
、
自
分
の
住
む
家
の
近
所
づ
き
あ

い
と
同
じ
で
す
。
実
際
の
工
事
を
担
当
す
る

施
工
業
者
の
方
に
も
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
会
っ

た
と
き
に
は
忘
れ
ず
に
挨
拶
を
し
て
欲
し
い

と
い
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、地
域
の
道
路
清
掃
や
草
刈
り
、お

祭
り
な
ど
に
も
で
き
る
だ
け
参
加
さ
せ
て
も
ら

い
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
」（
中
村
）

こ
う
し
て
日
常
的
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
れ

ば
、
工
事
の
予
告
な
ど
も
随
時
伝
え
ら
れ
ま

す
。
騒
音
が
出
る
よ
う
な
作
業
も
、あ
ら
か
じ

め
話
を
し
て
あ
る
か
ど
う
か
で
、
地
域
の
方
々

の
受
け
止
め
方
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
く
る
と
、

中
村
は
強
調
し
ま
す
。

地
域
へ
の
理
解
促
進
に
は
、積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

活
動
も
重
要
で
す
。
８
工
区
を
担
当
す
る
建

設
監
督
官
栗
間
和
也
は
、自
ら
パ
ソ
コ
ン
を
駆

使
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
地
元
の
小
学

校
に
現
場
見
学
会
を
呼
び
か
け
た
り
、
看
板

を
設
置
し
た
り
と
い
っ
た
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

ま
す
。

「
私
は
こ
の
４
月
に
和
歌
山
に
着
任
し
た
の

で
す
が
、こ
の
京
奈
和
道
路
の
整
備
事
業
が
ま

だ
ま
だ
対
外
的
に
知
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
阪
和
自
動
車
道
か
ら
見

え
る
場
所
に
看
板
を
設
け
た

り
、
紀
ノ
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

内
に
Ｐ
Ｒ
の
パ
ネ
ル
を
置
か
せ

紀北西道路の中でももっとも高所作業の多い7工区
の現場。赤茶色の橋脚は工事用の仮設橋で実際の
橋脚はその下の鉄筋が組まれている個所から作る。
一番高いところでは高さ約100ｍにもなる

各工区で行われた見学会の様子。6工区
（上）の見学会は周辺地域の方々を招待。
8工区（下）では小学生を招き、掘削した土
で花の苗作りも行った

栗間が作成した見学会案内のチラシ。参加しやす
いようデザインやタイトルにも工夫を凝らしている

7工区岩出IC近くの現場。観光客も多く利用することが
予想されるので、橋脚には擬石模様の型枠を用いるなど
周辺環境に配慮

県道が土で汚れていないか＋αの視点で現
場をチェックする増田。気になるところは写真
で記録していく

建設中の橋脚の基礎部分
を真上から見たところ

組まれた鉄筋を
確認する小丸

7工区
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て
も
ら
う
な
ど
の
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
」

そ
し
て
Ｐ
Ｒ
以
上
に
重
要
な
の
は
、
工
事
の

安
全
で
す
。紀
北
西
道
路
は
ト
ン
ネ
ル
や
山
あ

い
の
高
所
を
通
る
橋
き
ょ
う
り
ょ
う

梁
が
多
く
、
一
方
で
鉄

道
や
生
活
道
路
に
隣
接
し
た
個
所
も
あ
る
な

ど
、作
業
員
は
も
ち
ろ
ん
周
囲
の
住
民
も
含
め

た
安
全
確
保
へ
の
取
り
組
み
が
一
段
と
要
求

さ
れ
ま
す
。

そ
の
基
本
と
な
る
の
は
毎
月
一
回
、
建
設

監
督
官
と
各
事
業
者
が
一
堂
に
会
す
る「
安

全
協
議
会
」で
す
。
こ
こ
で
は
工
事
の
安
全
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
交
換
さ
れ
、ま
た
改

善
が
必
要
な
事
柄
に
つ
い
て
は
必
ず
報
告
や

指
示
が
行
わ
れ
ま
す
。
建
設
監
督

官
自
身
も
そ
れ
ぞ
れ
に
、
こ
の
場

を
活
か
し
て
安
全
の
徹
底
に
努
め

て
い
る
と
言
い
ま
す
。

「
現
場
を
見
回
っ
た
際
に
気
が
付
い
た
安
全

上
の
問
題
個
所
を
写
真
に
撮
っ
て
、安
全
協
議

会
で
そ
の
写
真
を
配
布
・
共
有
し
て
安
全
意

識
を
高
め
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
中

村
）、「
他
の
工
区
や
事
務
所
で
発
生
し
た
事
故

の
情
報
を
協
議
会
で
紹
介
し
、貴
重
な
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
と
し
て
活
か
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

（
増
田
）、「
高
所
作
業
の
多
い
工
区
な
の
で
、

転
落
災
害
に
は
非
常
に
気
を
使
う
よ
う
協
議

会
で
も
繰
り
返
し
呼
び
か
け
て
い
ま
す
」（
小

丸
）と
い
っ
た
各
建
設
監
督
官
の
言
葉
に
、
こ

の
協
議
会
が
工
事
の
安
全
を
守
る
重
要
な
柱

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「
地
図
に
残
る
仕
事
」を
合
言
葉
に

完
成
の
日
に
向
け
て
前
進

長
い
年
月
と
多
く
の
地
域
住
民
の
理
解
と

協
力
に
支
え
ら
れ
て
、
よ
う
や
く
完
成
を
迎
え

る
道
路
整
備
事
業
。
そ
の
供
用
開
始
の
瞬
間

が
、
何
よ
り
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
を
実
感
で

き
る
と
建
設
監
督
官
た
ち
は
口
々
に
語
り
ま
す
。

「
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、『
地

図
に
残
る
仕
事
』と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
ね
。そ
も
そ
も
こ
の
仕
事
を
目
指
し

た
動
機
に
は
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
、今
回

の
よ
う
な
大
規
模
の
道
路
整
備
事
業

は
達
成
感
も
ひ
と
し
お
で
す
」（
中
村
）

ま
た
増
田
も
、「
以
前
の
現
場
で
開
通
式
の

と
き
、
取
材
の
カ
メ
ラ
マ
ン
を
見
晴
ら
し
の
良

い
場
所
に
案
内
し
た
の
で
す
が
、
走
り
初
め
の

車
列
が
視
界
に
現
れ
た
瞬
間
、
思
わ
ず
小
さ

く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
し
て
し
ま

い
ま
し
た
」と
笑
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
地
元
の

見
学
会
で
住
民
の
方
々
が

楽
し
そ
う
に
笑
顔
で
現
場

を
見
て
い
る
姿
や
、
開
通
式

の
車
列
を
先
導
す
る
パ
ト

カ
ー
が
ト
ン
ネ
ル
か
ら
現

れ
た
瞬
間
、
地
域
住
民
の

方
々
か
ら
大
き
な
歓
声
が

挙
が
っ
た
こ
と
な
ど
、
建
設

監
督
官
た
ち
の
う
れ
し
い

思
い
出
は
尽
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
27
年
度
の
供
用
開

始
を
目
指
し
て
、
ま
さ
に
工

事
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い

る
京
奈
和
自
動
車
道・紀
北
西
道
路
。近
畿
圏

の
交
通
と
物
流
を
大
き
く
変
え
る
道
路
整
備

事
業
は
、
和
歌
山
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
と

人
々
の
笑
顔
を
目
標
に
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

現場力
業務密着
ルポシリーズ

FILE 30

近畿地方整備局 和歌山河川国道事務所

建設監督官

中村 恭介
平成4年、旧建設省に入省。紀
南工事事務所を振り出しに近畿
地方整備局管内の各地で道路
の改築、修繕工事などを担当。
平成26年から現職。

建設監督官

増田 寛四郎
平成3年、旧建設省に入省。
各地の国道事務所にて交通
安全対策事業および道路維
持修繕事業を担当。その後
耐震改修、橋梁保全事業など
を経て平成25年から現職。

建設監督官

栗間 和也
平成元年、旧建設省に入省。紀
の川ダム統合管理事務所で大
滝ダム事業他を担当。関西国
際空港（株）への出向や京都西
立体交差事業・新名神関連事
業を経て、平成26年から現職。

建設監督官

小丸 博司
平成5年、旧建設省に入省。
明石海峡大橋関連事業を始
め、各地での事業実施計画や
調査・設計、広報、道路事業
分析評価などを担当。平成
25年から現職。

P R O F I L E

8工区は一番最後の短い区間
だが山の切土が多い現場。現
場は紀ノ川 SA（写真左側）から
進入している

測量機で工事の仕
上がり高さをチェック
する栗間

7工区の現場見学会に参加した小学生た
ちから届いたお礼メッセージ。ひとつ一つ
の言葉が作業への励みになったという

８工区


